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34 発達の道筋をふまえた教育の研究E

1 .はじめに
指導実践を通して強く感じる事は， r特別支援学校の

児童も公立小学校の児童も向じ小学生である」事と共に，

特別支援教育で、は個別性が際立っているという事である。

私たちが携わる特別支援教育とは，特別な配慮の下に

行う「普通教育Jであるが，向じ「普通教育」である公

立小学校においては，次年度の学年に進級する事，中学

校に進学する事や，或いは将来社会に出る事等を見据え

て，現在の学年の発達段階をふまえた学習面や生活面，

社会性，族等の全てを含めた教育が，小学校教育全体を

通して行われている。筆者は， 20年にわたる公立小学校

の教育経験から，特別支援学校においては特に「社会

性Jの極養が重要であると考える。なぜならば，人間は

教育されて初めて人間になる存在であるとともに，社会

的に創り創られて初めて人間となる存在であるからであ

る。つまり，特別支援学校の児童の社会性も，教育され

なければ「育たない」し，教育される事によって初めて

「育つjと考える。

また社会性は，多少のデコボコがあっても， r該当学

年J特にその学齢に相応しく教育されるべきであると考

える。なぜならば，社会性とは，同年代の様々な児童に

よって構成された小社会の中でこそ培う事が出来るから

である。そして，現在，特別な配慮の下に教育を受けて

いる特別支援学校の児童も，将来社会に出た時には，社

会を構成し，自分の属する社会に適応し維持し発展さ

せる一員とならなくてはならないからこそ，人間として

の発達の道筋をふまえた教育が必要であると考える。

ところで，教育とはその人間が自分の属する社会に適

応し維持・発展させるカを培う事であると考える。そ

の教育が行われる特別支援学校でも公立小学校でも，教

師は試行錯誤の末に身につけた経験別によって問題を解

決している。経験財とは 経験の集積・集約によるとこ

ろのカン的教え方・コツ的教え方であると考える。しか

し偲人の経験を超えた難しい問題に直面した時には，

経験別に固執するしかない。なぜならば，参考にすべき

ベテランの先生方の経験期も，開題解決に役立つかどう

かは， r問題Jと「使う先生」の構造にその経験射が合

っているかどうかで決まるからである。

勿論，ベテランの先生方がベテランとして自身を全う

するには，何ら問題はない。しかし経験財のままでは

f私はこう思う，私はこうしたjの域を出る事はなく，

もっと多くの人達の役に立つ，いわゆる方法論と言うべ

きものになるためには， さらに多くの集積した経験から

個人に特有の資質に関わる部分を除く必要がある。しか

し誰にでも適用出来る方法を究明し始めた時には，そ

の先生の努力と情熱が立派なほどに，見事に自分のもの

になっているという事が，逆に， 自分の論理に反する事

実や論理に対してもそれがなぜかを自分の論理で説明出

来るために大変な努力を必要とさせてしまう事になる。

それでは， どうすればよいのだろうか。

その問いに対する提案が，本論文の「小学生の発達の

道筋jをふまえた教育である。

1I. r発達の道筋をふまえた教育jとは何か
1. r発達の道筋をふまえた教育Jとは何か

本研究の目的は，特別支援教育に携わる私たちが，教

師として踏まえるべきもののみ方・考え方の基本線を共

有し実践研究を共に進めていく事である。

「発達の道筋Jとは，あくまでも仮説であるが，本研

究グループが肢体不自由特別支援学校における問題を解

くために， ピアジェの認知的発達段階説(感覚運動的操

作段階→前操作的表現段階→具体的操作段階→形式的操

作段階)や太田昌孝の太田ステージ(感覚運動期→シン

ボル機能の芽生え→シンボル表象期初期→概念形成の芽

生え→藍観的思考→具体的操作)，エリクソンの発達課

題説(乳幼児期前期→乳幼児期後期→幼児期→児童期→

青年期→成人期初期→壮年期→老年期)等の先行研究を

ふまえ，海保静子の乳幼児の発達の道筋(誕生から 6か

月〔認識の誕生→意志の芽ばえ→意志の形成→母親像の

明確化の時期〕→6か月から 1歳〔人見知りの時期)→

1歳から 2歳〔自分の分身である母親の答えが自分の答

えとなる時期〕→2歳から 3歳〔反抗期前期。強烈に自

己主張し周りの人やものとぶつかる事で自分の自分化

が行われる時期〕→3歳から 4歳(反抗期後期。強烈に

自己主張しながら少しずつ社会性が芽ばえ， 自分の岳分

化が明確になる時期〕→4歳から 5歳(自我が打ち立て

られ自分の他人化が出来るようになる時期)→5歳から

6歳〔自分の他人化によって友達や大人の中において円

滑に交流し「第 1の完成期」がやってきたと言われる

時期))を研究の軸にして，公立小学校における自身と

同僚の先生方の指導実践という「事実Jを根拠として，

その中から最も重要で誰もが納得出来る事実と論理を抽

出しその特徴に「発達の道筋Jという一本の論理の筋

を通したものである。また 人間が自分の属する社会に

適応し維持・発展させるための中心的な力である社会

牲を習得していく過程として立てた仮説である。

そして， r発達の道筋をふまえた教育jとは， r発達の

道筋jで測った発達段階に棺応しいコミュニケーション

を交わしながら実体と認識に働きかけて発達の道筋に限

りなく近づける事によって， 自分の属する社会に適応し，

維持・発展させる力を培う教育であると考える。

2. r小学生の発達の道筋jとは何か

f小学生の発達の道筋Jとは，本研究グループが肢体

不自由特別支援学校における開題を解くために，先述の

先行研究をふまえて 海保静子の乳幼児の発達の道筋を

研究の主軸として 公立小学校における自身と同僚の先

生方の指導実践という「事実Jを根拠として，その中か

ら最も重要で、誰もが納得出来る事実と論理を抽出し，第

1学年から第6学年までの特徴に「発達の道筋Jという
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一本の論理の筋を通した仮説である。これは，学習指導

要領で書かれていない最も重要な 教師として押さえる

べき事であると考える。つまり，学習指導要領に書かれ

ている「小学生のアタマと身体の発達jを支える「ココ

ロ」がどのような認識の発展過程をもち， どのような発

展過程を辿らせたらよいのかという事を明らかにし学

習指導要領と併せて指導すべき事であると考えるもので

ある。なお，認識とは，外界の頭脳における反映であり，

像(五感情像)であると考える。

なお本論文の f小学生の発達の道筋」は， Iココロ」

の発達の道筋を小学校における教員と児童，児童と児童

の関の社会性を中心に展開したものであり，学習や身体，

運動能力の発達に関しては，既に数多くの先行研究が存

在し本論文はそれらをふまえて書かれているので，引

用・参考文献等を参考にしていただけるようにお願い申

し上げる。また， I小学生の発達の道筋Jや本論文で援

用した「観念的二重化JI自分の自分化JI自分の他人

イヒ」等の概念については，詳しくは本校研究紀要第四十

七号の「発達の道筋をふまえた教育の研究Jを参照して

いただきたい。

直. r発達の道筋をふまえた教育jの現実の問題

への適用

1 .事例の概要

筆者は，第 3学年のクラス(男子 5名 [A. B・C・

F . G]，女子 2名 [D. E)) を担任した。障害名は，

脳性まひ 5名，その他2名であった。とても元気な児童

が多い半面，車いすと座位保持椅子の乗り替えでは， c 
さん(自力)と Aさん(車いすから座位保持椅子に降り

る事は可能)以外は，介助を必要とした。また，学習面

では，いずれの児童も準ずる教育課程で学ぶ子ども達で

あった。

筆者は， I小学生の発達の道筋jで子どもたちの発達

段階を糊り一人一人に相応しいコミュニケーションを交

わしながら，まず、は児童一人一人の気持ちを受容的に受

け止め相手の立場に立って信頼関係を構築し一体感を

共有しL、を関かせる事によって，指導した事が素直に入

るようになっていった。そして，対象児Aさんも，筆者

との 1対 1の関係においては，少しずつ信頼関係を構築

していったが，学級の集団指導の場面では，筆者が仲立

ちしても問題がなかなか角卒決しないj犬態がi涜いた。

しかし，川、学生の発達の道筋」で測って問題の所在

を明らかに出来た事によって，指導がAさんの心を関か

せるために有効性を発揮するようになり，第4学年にお

いては集団指導の場揺で筆者が仲立ちすれば，みんなと

一緒に学習し仲良く遊ぶ事が出来るようになった。

2. 国語の学級指導を「小学生の発達の道筋」で測っ

てみると

ある年度の国語の授業の様子を提示する理由は，クラ

スの集団指導における Aさんと友達とのトラブルが典型

的に表現され，問題の本質的な点が明確に現れていると

ともに，同じ場面でのクラスのメンバーの対応を「小学

生の発達の道筋Jで測る事によって 社会性の発達段階

が明確になると考えたからである。(図 1参照)

ちなみに，ペットボトルを使った準備運動は，授業開

始時に継続して行っている自立活動的な運動であり， 目

的は，字を書きやすい手足とココロを創ってから学習を

行うためである。胃肝臓バージョンは， 2 Lのペットボ

トルに少量の水を入れて荷手で振る振動で内臓を鍛える

運動であり，手渡しバージョンは 200mLのベットボ

トルに少量の水を入れて足裏で、踏みしめながら手を使い

やすくする運動である。

まず， I小学生とは，誕生から幼児期までの成長過程

をふまえ，学校教育の土台となる最も基礎的な文化遺産

を修得する児童である。Jという「小学生とは何かjと

いうモノサシで測ると，クラスの 7名全員が，特別な配

慮を必要としながらも小学校生活を送る事が出来ている

ので，全員が小学生であると測る事が出来た。そして，

全員が，小学校第3学年の生活を集屈で行う事が出来て

いる。したがって，全員が全体としては，第3学年の段

階にあると考えた。

次に，この日の学級指導でのやりとりをプロセスレコ

ードという看護学の事例研究で、使われている方法を援用

した方法で辿り， r小学生の発達の道筋jで測る事で，

Aさんの社会性の発達段階を次のように考えた。(表 l

参照)

まず，表 1で若巨した事は，⑦~⑫において，担任が

児童の話し合いの関に入っても問題が解決しないという

事であるo r小学生の発達の道筋」という仮説で測るな

らば，一般的には，小学校第3学年では，授業等の改ま

った場では，担任の指示を理解できるだけでなく， 自分

でクラスのルールに従い， 自分の感情をコントロールし

て授業に取り組む事が出来るものである。さらには， 2 

学年でも，授業時にどんなに挨めていても担任が間に入

れば問題は解決する事が多い。まして「先生絶対Jの感

覚が最も強い第 1学年では，起きる問題もそれほど複雑

ではなく，問題がこじれる事も少ない。

このように「小学生の発達の道筋jで測って考えると，

Aさんは，全体的には，小学校第3学年であると向時に，

クラスの児童向士の関係における社会性は，第2学年の

レベルでも，第 l学年のレベルでも難しいかもしれない

面があるのではないかと考えた。一方，筆者等の大人と

の関係においては，会話のやりとりの中で担任の像を否

定しているという点から， I自分の他人化jが出来る第

3学年前半段踏と考えた。

そして， Aさんとのコミュニケーションの難しさは，

言葉のやりとりだけではイメージしにくいからではない

かと考え，図 1のように人間の姿と「言葉」とその時に

アタマに描かれている認識を「絵」で表現しながら指導
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国 1 5.F.lの国語の授業の様子

表 1 5月の冨語の授業の様子

児童の言動 筆者の思った事 筆者はどう行動したか

①「胃肝臓パージョンは嫌。 ②Aさん，また自分のやりたいことを言い始めたな。 ③「みんなで，日il[がやりたい方法

手渡しパージョンがいい。 j でやるって決めたよ。J とAさんに

確かめた。

④「そんな事開いてない。J ⑤前にも同じような事があったな。どうしても自分の言い出 ⑤「昨日もみんなで確認したよ。 A

したことを通したいのかな。 さんも一緒にいたんだけど。 j と言

つ。

⑦「そんな事，間・い・て・ ③やっぱりそうなのかな。でもわがままを認める形では良く ⑤「分かった。今毘は特別に許す。 j

ま・せ・ん! ! J なし、から，こちらが許可を与える形で進めよう。 と言う。

⑮fわけがわかんない!Jと， ⑪自分がやりたいことを中断されたことにこだわって，気持 。「さあ，始めよう。 j と促す。

両手を横に広げる。 ちが収まらないのかな。でも，やってくれるといいな。

⑬「やる気が無くなった。J ⑬やっぱり中断された事が面白くなかったのかな。なぜやり ⑬「エーっ， どうして?J と開く。

たくなくなったのかわけをいえるとしゅ、かもしれない。闘い

てみよう。

⑮黙っている。やろうとしな ⑪今， Aさんの頭の中にどんな像が描かれているんだ、ろう? ⑬「どうしてなの?わけを教え

し、。 もう少しl柴らせてみよう。 て ?J と開く。

⑬表情を変えず黙っている。 ⑫Aさんが話し始めたくなるまで少し待ってみよう。 @黙ってAさんを克つめる。

~B さんが「そんな事言う 8あっ，まずい。 Bさんが入って来てしまった， Aさんが気 ~rまあまあまあ。 j と B さんをな

なんておかしいけと叫ぶ。 持ちを整理する妨げにならないといいが。 だめ rでも，続けよう。J と促す。

@Aさんがベットボトノレを @あー，やっぱり Bさんに言われて切れてしまった。前にも er投げないで!人に当たったら大

前に投げつける。 物を投げた事があったな。 Aさんも自分の気持ちをどう表現 変だよ。J と注意する。

したらいいのかよく分からないのかもしれない。とにかく，

ベットボトルを投げた事は注意しておこう。

@ Bさんが fやってられるか @ あ - Bさんまで巻き込んでしまった。他の 3人もいるし @ rBさんも投げないでム危ない

よ!Jと叫びベットボトルを 12ISったな。ここは授業を進めるしかないな。 よ。 jと注意し r2人はそっとして，

前に投げつける。 みんなは，続けよう。 J と他の 3人

を促す。

@Dさん .Eさんの号令で， @Aさんが，みんなに合わせて学習出来るようにしたい。 A @rさあ勉強しよう。 J と気持

準備運動が終わった。 さんの気持ちにどこまでも容り添って心を関かせたいけれ ちを切り替えて声をかけた。

ど3 まだまだだ。でも， 7也強は進めなくては。
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する方法を考えた。だが，この方法は，児童との信頼関

係が確立されていないと反発される結果になりかねない。

したがって，同様のトラブルの状態が起きた場合のみ実

行する事にした。

しかし翌日の朝の会でAさんが自分からみんなに向

かつて. i昨日はごめんなさい。」と謝った。私は，予想

外の反応に驚いたが，この日のトイレで.A君が前日の

夜に父親とケンカした事を話した。

これらの事をふまえて，筆者は，特に筆者が間に入っ

ても問題が解決しない事を中心課題と捉え，この課題を

解決するためには，あくまでも A君と筆者という 1対 1

の信頼関係を改善する事が肝心と考えた。そして. A君

の行動を「小学生の発達の道筋jで測りながら，まずは

受容的に気持ちを受け止めて信頼関係を構築する方針で

指導を行った。

さらに，担任同士で話し合い 他の先生方の助言もい

ただきながら. Aさんの気持ちを理解する事に努めた。

まず. Aさんにストップウォッチを渡して時計係を任せ

ると喜んで時間を測っていた事について，研究グループ

の日先生からは. i Aさんは 3年生で. 1・2・3年と

下から上がってきたから. i自分の枠組みjが見つかっ

たのかもしれないoJと示唆を得た。そこで，時計係と

いう「枠組みJを創ると iAって役に立つでしょうリ

とうれしそうに話しみんなの役に立ち自立つ「枠組

みjに満足そうであった。また， トイレ介助の時等に

2人だけの時間を共有しコミュニケーションを深めた。

すると，穏やかにAさんの家庭の事等を自分から話すよ

うになった。さらに.Aさんを身体と認識の両面から理

解するために自立活動を担当し，個別に身体に触れなが

ら快の五感情像を積み重ね信頼関係を深める事が出来た。

しかし授業や行事等の集国指導の場面では iAさん

のやりたい事jを巡って，他の男子 4名とのトラブルが

様々に形を変えながら繰り返され，筆者が仲立ちしてな

かなか問題が解決しない状況が繰り返された。

3. 絵と言葉を使ってアタマの中を確認しながら行つ

た学級指導について

上述の状態が続き，クラスでAさんが怒りだすと男子

4人が f人に当たるのは良くないよ。Jiぼくはそう言わ

れて悲しいなあ。」等と一斉に優しい言葉かけで言い続

けるようになった。

その結果. Aさんは，いつも他の学年に遊びに行き，

3月にはAさんの母親からも友達関係について相談があ

った。担任も.Aさんへの共通理解を深めるチャンスと

考え話し合った。すると. I自分より年上の人に対して

敬うように，特に教えてもらっている人に対しての言葉

遣いは丁寧にするように。Ji嫌な人がいても，特に好き

嫌いはしないjという話し合いをした。そして，このよ

うな方針を持って家庭教育を受けているのに， どうして

集団学習でうまくいかないのだろうと改めて考え，担任

が仲立ちになってクラス全員で鬼ご、っこ等をして遊ぼう

とAさんにも何度も声をかけたが乗り気でなく，この状

態が続いてしまった。

そんな侍に，海保静子の『育克の認識学』の「自分の

他人化」の指導場面が何度も浮かび男子 4名がAさん

に一斉に注意している光景が頭に閃いたのである。(図

2参照)そして， まずはAさんの立場に立って「それ言

うな!Jと言う理由を想像した。すると Aさんの席から

IBさん・ Cさん・ Dさん .Gさんが一斉に話しかけて

くる像」が見え， 4人の言葉の洪水に圧倒された。「こ

れって，いじめだよなあ…ー・。みんなで一斉に言われた

ら， どんなに{憂しく言われでも 怒って当然だな!Jと

いたたまれなくなった。しかも，この状態が毎日繰り返

された数か月に友達への「不快」という五感情像が積み

重なり続けた事が分かつたのである。そして，いてもた

ってもいられなくなり，翌週の月曜自に学級会を開き全

体指導を行った。まず，黒板に図 lの絵を措きながら，

Bさん・ Cさん .Fさん・ Gさんの言葉が iAさんに良

くなってほしいjという真心から出たものである事を確

認した上で.Aさんの立場に立っとその言葉が「いじ

めjになりかねない事をAさん自身に確認した。そして，

まず筆者がAさんに辛い思いをさせ続けた事を謝った。

すると. cさんも Dさんと Gさんも自分から謝り，次の

休み時間にはAさんと一緒に遊び始めた。しかし. Bさ

んも自分から諮ったにもかかわらず.Aさんは f考えて

おく oJと言い，それ以上相手にしなかった。つまり，

この学級指導でも開題は完全には解決出来なかったので

ある。

4. A君のストレスをふまえた指導によって起きた変

化について

上記の学級指導を行った週末に I先生と話し合った

時， Aさんが激しく怒る原因が「学校をはじめとするに，

いろいろな面でのストレスJではないかという予想と，

そのストレスを発散させるためには身体を動かして一緒

に他愛なく遊ぶ事が有効ではないかという示唆を得た。

そこで，筆者はその翌逓にその仮説を確かめる事にした。

まず，月曜日は，担任の J先生が出張のため手が離せ

ずプロレスが出来なかったが，野球でストレスを発散を

させようと Aさんを誘い 外で野球を始めた。 Aさんと

の野球は春以来であり，ず、っと Aさんと外遊びを行って

いなかった事を反省した。すると， Bさんと Fさんが加

わり 4人で大声を上げながら楽しく遊ぶ事が出来た。 A

さんが上手に打ち返すと，すかさず「ナイスパッティン

グ!うまいなあ。さすが! ! Jと褒めた。

そして，翌日は休日のため 水曜日の休み時間にプレ

イルームで「プロレスjを行った。まずAさんと手を紐

み激しく押し合い.Aさんの腕の強さと土台のしっかり

した安定感に対しですかさず iAさん，凄いな!先生と

互角か，それ以上だよリと褒めた。次は， Aさんが得
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図2 クラスの男子4名が一斉にA君を注意する様子

意な風船バレーを行いまた褒めると， cさんが「うわっ，

先生が一緒に遊んでいるって，珍しいな !Jと言った。

(子ども達からはそう見られていたんだなー…'0) と反省

した。さらにBさんと Cさんと Fさんと l年生の下級生

も加わり，一緒に大声を上げて楽しく遊んだ。給食では，

(ストレス発散でAさんは明るくなっていっぱい喋るか

な。)と予想したが，逆に大人しく静かに考え込んでい

る様子だったので， (あまりすぐに効果が出ないのかも

…一)と思った。だが，帰りの会の前にAさんは， i先
生，オレが配るよ。j と言って連絡i脹をどんどん配って

くれた。 Aさんが自分から手伝ってくれた事は初めての

事だ、ったので大変驚色壊しく思った。

その翌日の木曜日は， Aさんを野球に誘い，側にいた

Gさんと 3人で野球を始めた。 Gさんは，あまり遠くま

でボールを投げられなかったが， AさんがGさんに近づ

き，投げたボールを上手に打ち返した。 4年生の上級生

達も加わりみんなで大声を出しながら楽しく野球をする

事が出来た。

そして，以後も「小学生の発達の道筋Jをふまえて

身体を使った集団での遊びを， Aさんのストレスを解消

すると同時にクラスの一体感と学びの姿勢を創るという

方針を持ちながら，指導を目的的・意識的に行い続けたO

その結果，第4学年になると，集団学習の場面で、は自

分のやりたい気持ちを表面に出し多少のトラブルは起き

たが，筆者が仲立ちすれば解決しみんなと一緒に学習出

来るようになるとともに，みんなで仲良く遊ぶ事が出来

るようになっ.たのである。

5. 今回の事例から学んだ事

( 1) r発達の道筋をふまえた教育jの有効性

「発達の道筋をふまえた教育Jの有効性の 1点目は，

「小学生の発達の道筋Jでいろいろな場面で発達段階を

測りながら一貫してAさんに働きかけた事によって，問

題の所在がいろいろな面における「ストレスJが発散で

きない状況にあった事を明確に出来た点である。

2点目は，クラスの児童一人一人を「小学生の発達の

道筋Jで測り，相手の立場に立って考え気持ちを知る事

で信頼関係を構築し一体感を共有し心を関かせ，クラス

の一体感と学びの姿勢を作るクラスづくりが出来た事で

ある。このクラスづくりがAさんの指導の土台となった。

3点目は， I小学生の発達の道筋jでクラスの社会性

の発達段階を測る事によって，ルールを守らないAさん

を注意したBさんも， 2・3学期に集団でAさんを注意

した男子4人も第 3学年の発達段階であると分かった事

である。また，当時の状況がAさんの社会性を培うため

に有意義であった事を発見出来た事も収穫であった。こ

のように，実践を検討する事によって「小学生の発達の

道筋Jが集団の社会性を測るためにも有効であり，大い

に活用すべきである事に気づく事が出来た。

(2) r小学生の発達の道筋jをふまえての反省

①児童の認識が出来上がってきた過程を捉え直すた

めに必要な f自分の他人化jの実力

今回の事例においては 対象児の社会性の発達段階を

測りながらAさんの気持ちを受容して信頼関係を構築す
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る働きかけに終始してなかなか効果が上がらない状態を

続けてしまった。

どうしてAさんがあのような行動をとり発言をしたの

かという行動の枠組みが出来あがってきた過程を知ろう

とする目的意識的な明確な意識と働きかけが筆者にもっ

とあったならば，指導の展開がもっと直接的に問題解決

に結び付く充実したものになっていたと考える。そして，

相手の認識の実体を把握出来てこそ「小学生の発達の道

筋jを指導に生かす事が出来るようになる事を学んだ。

この認識の実体と形成過程を把握するために「自分の他

人化jの実力を高めていきたい。

②生活過程の全体をふまえての指導の重要性

この事例では， Aさんの気持ちの「背景jにある生活

過程の全体を理解する事によって児童の立場に立って気

持ちを知り， 1"ストレスJという問題の所在を明確にす

る事が出来た。この事から学校生活の土台である家庭を

もふくめた生活過程の全体を丸ごと捉え直してこそ，児

童の表現が真に意味する事を分かる事が出来るという事

を学んだ。今後も留意して指導していきたい。

③人間関係の土台である学級づくりにおける「遊

びjの重要性

また，この事例では，クラスの人関関係の土台である

クラスづくりとしてのクラス全体で、の身体を使った集毘

遊びをあまりにも行っていなかった事を深く反省した。

なぜならば，日、学生の発達の道筋jに改めて照らして

見るならば，この集団での身体を使った「遊びjこそが

クラスにおける友達問士，そして，担任と鬼童達との一

体感を共有し集団で心を一つにして学ぶ姿勢を創ると

いう「社会性Jを培うために極めて重要な役割を果たし

ているからである。

例えば， 1"小学生の発達の道筋jでは，小学校第 3学

年においては，気の合う少数・向性の友達と「群れて遊

ぶj事によって友達の五感情像が大量に積み重なり「自

分の自分化」の明確化・鮮明化が進み「友達への自分の

他人化Jが出来るようになる。そして，この「友達への

自分の他人化Jによって，友達の立場に立って友達の気

持ちが分かるようになってこそ，第 3学年のクラスの中

での人間関係が円滑になり認識の交流関係を深める事が

可能となるのである。さらには，この積み重ねが合って

こそ，第4学年での「親友への自分の他人化」へと進ん

で行く事が出来るので、ある。

このように， I遊び」との教育的な意義を考えれば考

えるほど，この第 3学年において群れて f遊ぶ」と言う

事自体が十分に育っていないとすれば，教師が目的意識

的に指導を積み重ねる事によって「遊び」を行う能力と

認識を育てていかなければならないと考えるのである。

そして，この「遊び」による社会性の発達と言う点に

着岳すると， I小学生の発達の道筋」では，第 l学年で

は，担任が休み時間毎に率先して集団遊びを行い信頼関

係を構築しクラスづくりを行っている事に改めて気付か

されるのである。また，第2学年においても，初めの時

期であるほどに，担任が中心になって全員遊びをリード

して行う事によってクラスづくりを行う必要がある。さ

らには，第 3・4学年でも，第 5学年でさえな担任が

児童と一緒に身体を動かして集団遊びを行う事は，児童

に心を関かせクラスの一体感を共有し，クラスづくりを

行うための「基本」として行われている。

以上の事をふまえて，肢体不自由児教育では猶の事，

小学生の発達の道筋で一人一人の身体と認識の実態を測

り配慮しながら，担任が統括してより呂的的・意識的に

集団的・体育的な遊びを行う必要がある。つまり，担任

が遊びを統括して言葉のやりとりを行いながら， I快の

五感情像Jを積み重ねて信頼関係を構築して心を関かせ，

社会性を培う教育活動として「遊びJを行うべきである

と考える。

この大事な意義を持つ遊びを疎かにしたからこそ， A
さんにクラスの一体感を共有させ，この仲間となら一緒

に学べるという学びの構えを創れなかったと反省した。

以上の①から③の反省から，今回の事例では.r小学

生の発達の道筋jという仮説は， まずは児童一人一人の

認識の形成過程や状態を十分に受容的に受け止めて，本

当の意味で児童の実態を把擢する事が出来てこそ，鬼童

の社会性の発達段階を正しく測りコミュニケーションを

交わして出来る限り該当学年の社会性に近づけるという

「真の有効性」を発揮する事が出来る事を学んだ。今後

の指導に活かしていきたい。

(3 )教育におけるこ重構造について

今回の事例では，受容的に対象児の表現した事をしっ

かりと受け止めて相手の立場に立ちその気持ちを知り，

遊びを通して信頼関係を構築し一体感を共有して「心を

聞かせた事Jによって，社会性ある行動が出来るように

なるという文化遺産の継承が可能になった。

また，前回の紀要に掲載した事例では，一旦関じてし

まった児童の心を，まずは受容的に児童の表現をしっか

りと受け止める事によって相手の立場に立ってその気持

ちを知り，信頼関係を構築し一体感を共有し再び心を関

かせる事で，指導した事が児童の心に直接入って行くよ

うになった。

この 2つの事例には，まずは受容的に相手の表現をし

っかりと受け止めて相手の立場に立って気持ちを知り，

信頼関係を構築し一体感を共有し「心を関かせるj段階

を辿る事によって，指導を全面的にすすんで受け入れる

段階に進む事が出来るようになる二段階性を持った二重

構造が共通して存在していると考える。

また，筆者が教員生活21年自に始めた自立活動の修業

過程でもこの二重構造を実感出来た。それは，乎成22年

8月に誇玉県のある特別支援学校の研修会での出来事だ

った。初めて担当した小学校第4年生の児童に嫌な思い，

痛い思いをさせないように気を付けながら表情や動作等
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から相手の表現をしっかりと受け止めた事によって相手

の立場に立って気持ちを知り，信頼関係を構築し心を関

かせた結果，最後の座位の時に筆者に身を委ねて「弛

むJという一体感を共有する事が出来た。つまり，自立

活動でも受容的に表現をしっかりと受け止めて相手の立

場に立って気持ちを知り信頼関係を構築し「心を関か

せ」て一体感を共有出来るという段階を辿らせてこそ，

本来の教育を開始出来るようになる段階に進む事が出来

るようになるというこ段階性の二重構造が在ると考えた。

さらに，筆者の公立小学校での実践でも，学級経営が

上手くいったクラスでは，受容的に児童一人一人の表現

をしっかりと受け止めて相手の立場に立って相手の気持

ちが分かる事で信頼関係が深まり，一体感の共有を経て

心を関かせる事が出来た段階を経た後には，指導した事

が驚くほど素直に鬼童の心に直接届き吸収されていく段

階に進む事が出来た。ここにも向様の二段階性が存在し

二重構造がある事に気づかされた。

本研究グループは，様々な先行研究をふまえて，以上

の事例と実践に共通する論理として以下の仮説を立てた。

「教育には， まずは受容的に相手の表現をしっかりと

受け止め相手の立場に立って気持ちを知り，信頼関係を

構築し一体感を共有し心を聞かせるという第一段階を辿

らせてこそ，指導者の指導をすすんで全的に受け入れる

事をためらわずに行う教育の第二段階に進む事が出来る

こという段階性の二重構造がある。J今後の研究におい

て，この仮説の妥当性を検証していきたい。

N. 研究のまとめと今後の課題について
1 .研究のまとめ

f発達の道筋をふまえた教育Jの意義

l点目は，一人一人の発達段階に相応しいコミュニケ

ーションを交わして心を関かせて，発達の道筋に限りな

く近づけるために有効である点である。

2点目は，クラスの一体感と学びの構えを創り出すク

ラスづくりのために有効で、ある点である。

3点呂は，クラスの「集団としての社会性の発達段階

を測るモノサシ」としても有効である点である。

4点目は，組織的に教育を行うための共通のモノサ

シ・基盤として有効である点である。そして，個人の経

験を超えた難しい問題も「発達の道筋Jを共有し集団カ

を発揮すれば解決出来る事を実感する事が出来た。

2.今後の諜題について

今後の課題は，今回の研究で明らかに出来なかった点

について， さらに先行研究や先生方に学びながら研究を

深めていく事である。そして，発達の道筋を現実の問題

に適用しその精度をさらに高め，継続して研究成果を発

表していく事である。

V. おわりに
教育実践という事実から科学的に措定した「小学生の

発達の道筋jという仮説を現実の問題に適用しその妥

当性と実践の成果について報告を行った。

いつの日にか機会を得て「小学生の発達の道筋」の詳

細な具体像とその論理を展開し，その真の全体像を提示

したいと考える。

皆様の御意克御感想、をいただきたく， よろしくお願い

申し上げる。

(文責中泉康)
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